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 本報告は、現在、構想段階にあり、できれば展開したいと考えている研究の方向性につい

て、その基本的なアイディアを述べたものである。それは、アジア太平洋地域の今後のあり

方を模索することを最終目的としている。 
ベルリンの壁の崩壊から 30 年になろうとしている今日、世界全体としても、またその

様々な地域においても、20 世紀後半に形成された秩序や状態は激しく動揺している。世界

と地域、国家と社会、いずれのレベルでも縦、横に入った亀裂が深まり、既存の秩序やあり

方が融解する現象が共時的かつ共振的に起きている。しかもそれは、政治、経済、社会の位

相に跨って進行している。 
 我が国が位置する東アジアは、そうした世界の状況が最も先鋭的に現れている地域であ

り、中東などとならんで、いまや「世界の火薬庫」と化しつつある。アジアはもともと、国

際秩序の制度化の面でヨーロッパのレベルには達しなかった。ヨーロッパでは、大国を中心

とする階層構造が現実政治の世界では形成されたものの、17 世紀以降、平等な主権を規範

とする諸国の間での対等な関係が原則とされ、水平的な関係性に基盤をおく慣行を蓄積す

るという意味での制度化が進んだ。これに対し、アジアでは、大国中国を頂点とする垂直的

な朝貢関係が 19 世紀まで存続したが、19 世紀の帝国主義時代に、ヨーロッパやアメリカ合

衆国の列強の介入により崩壊した。その後は、二つの世界大戦をへて、20 世紀後半に、東

西冷戦の下での暫定的な均衡状態が生まれ、維持された。東西冷戦の終焉とその後の展開は、

その暫定的な均衡状態を形成、維持した条件に大幅な変更を加えることになり、情勢があら

ためて加速的に流動化した。 
前世紀に展開した世界は、ヨーロッパに起源を持ち、その後アメリカ合衆国を含む世界大

へと拡大した近代化の過程で構築された。その世界では、ヨーロッパやアメリカ合衆国が

「文明圏」を形成し、その領域以外は混沌とした「野蛮な領域」として認識された。そして、

前者を頂点とする一元的な原理に基づく秩序化が志向されてきた。20 世紀の最後には、ア

メリカ合衆国による「一極支配」の下で、市場経済と自由民主主義が支配的となる世界の方

向性が演出された。中長期的な傾向にはならなかったそうした状況は、近代以降のヨーロッ

パを発信源とする歴史動態の究極的な現れだったのかもしれない。 
そして、それが潰えた現在、一元的近代化の過程は終結し、一定の領域に影響力を有する

複数の権威の中心が併存する世界へと再編される可能性が出てきている。それは世界が多

元・多層を基本的な特徴とする柔構造を備えた共存空間となる可能性である。国家や社会に

ついても、20 世紀までのような一元性ではなく、多元あるいは多層が基本となる。統治や

資源配分、社会、帰属意識など人間による諸活動がゆるやかに全体を構成しつつも中心とな

る機能は分節的な形で実効性が確保され、同時に機能の範囲に応じて多層的な構造を形作



るといったイメージである。世界、国家、社会の各レベルにおいて、多元・多層を基本とす

る複合的な磁場が形成されることが考えられる。 
いずれにしても、現時点では、今後の世界秩序の具体的な方向性やあり方について、何ら

かの確信に基づいて多くを語ることは困難である。拙速に陥ることなく、しかし悠長な時間

の余裕はないことも念頭に置きつつ、我々は学問的探究を進める中で、21 世紀世界の新秩

序を構想していかなければならない。構想にむけては、世界レベルで覇権をめぐって争う能

力を持つ大国の関係ならびにそれ以外の国々の発展と国際舞台での行動のあり方という二

つの次元が複雑に絡み合って織り成される実践現場での多様な日常的営為を、注意深く、い

わば鳥の目・人の目・虫の目をもって多角的に観察する必要があろう。そして、そこで紡ぎ

出される制度─ある社会の成員によって、ある目的を達成するために正統と認められてい

る了解・合意事項、行動定型、規範・ルール、慣習─を見出し、あるいは制度構築のための

環境整備に貢献し、それらを丁寧に繋ぎ合わせて地域大、世界大の秩序形成へと発展、展開

させなければならないだろう。それは、環大西洋世界で発展した既知のパラダイムを代替す

る「アジア環太平洋パラダイム」となる可能性がある。 
パネルでは、十分に意を尽くして、以上のような考えを伝えることはできなかったが、ｄ

スカッサントの Antje Wiener 氏と Raymond Lau Kwun-Sun 氏からは好意的なコメント

をいただき、引き続き構想実現の可能性を追求していこうとする意志を強くした。Wiener 
氏からは、2014 年を転換点とみる仮説の重要性を支持いただき、また展開される場合の研

究成果に期待する旨のお言葉をかけていただいた。また、Lau 氏からも、参考となる点が

多々あったとの指摘を受けた。 
願わくば、何らかの研究展開を実現したのち、あらためて IPSA の国際会議の場で報告で

きるようなことになれば理想的である。多くの国の研究者の方々との交流の機会に誘って

いただいた酒井先生に、あらためて厚くお礼申しあげる。 
 


